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私の実践紹介

「ひと・もの・こと」を活用した学力向上への取組

大崎町立大崎小学校 教諭 濵田 一平

はじめに ステップ２ 焦点化・活用段階

〇「ひと」の活用例

本校は，令和元年度「学びの組織活性化」推進 週に１回程度，専科教員や

プロジェクト実践校の指定を受け，学力向上を柱 管理職が補充指導に入る時間

に研究を始めました。本校には豊富な「ひと・も を設定し，主に大隅教育事務

の・こと」の素材がありましたので，それらをう 所作成「よか問」を活用した

まくつなぎながら効果的な方法を模索してきまし 個別指導を実施しました。 【個別指導の様子】

た。私はプロジェクトリーダーとして，２年間本 〇「もの」の活用例

校における学力向上に取り組んできました。その 論理的思考力を高める

実践内容を紹介します。 とされる『ペンタゴン・

同志社大学の下原教授は，「『ひと・もの・こ ロジック』（参考：鹿児島

と』それぞれの要素が相互に関連したシステム 大学原田准教授講義資料）

は効果的であり持続的に活用できる」と述べら を年間を通して活用しま

れています。 した。教室掲示を行い，

教科横断的に活用しました。【ペンタゴン・ロジック】

研究の実際 〇「こと」の活用例

学力向上に関する通信を２年間で23号発行しま

まず，自身の校務分 した。各種学力調査の分析結果，共通実践事項，

掌や求められているこ 教職員の実践紹介など，学習指導に対する職員の

とを整理し，「ひと・ 雰囲気が高まるように意識しました。

もの・こと」のバラン

スを意識した研究の構 ステップ３ 応用・発展段階

造化と計画を立てまし 読解力の向上と親子読書の充実を図るために，

た。（ステップ１） ＰＴＡ家庭学習推進委員会と連携し，「楽しい読

次に，現在の教育活 書の木カード」を作成し，週末課題として全学年

動と「ひと・もの・こ で実施しました。

と」を関連付けながら

最大限の活用を図りました。（ステップ２）

最後に，「ひと・もの・こと」全てを活用し，

新しい取組を始めました。（ステップ３）

ステップ１ 整理・構造化・計画段階

「○○の係として，（△△を活用して）□□を

行う」という形で，自身の校務分掌と関連を図り

ながら整理・構造化・計画を行いました。 【楽しい読書の木カードの一部】

※ 詳細は大隅教育事務所ホームページ内（令和２年度教育活
動実践記録）に記載しています。

おわりに

今まで行っていた教育活動に，明確な目的をも

たせ，「ひと・もの・こと」のバランスを意識し

て活用することで児童の学力向上につながりまし

た。今後も工夫しながら授業改善を図っていきた

いと考えています。
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